
【地学】第４部 第２章 第１節 Ⓑ 恒星までの距離と明るさ（p337～338）  サイエンス総合（物理）05 

【物理】該当なし 

～或る星までの距離を実測しよう～ 

 

１ 目的 

恒星までの距離は三角視差を測定することで求めることができる。前回までに地学分野では方位磁針の

読み方を，物理分野では三角測量の理論を学習した。恒星，太陽，地球を模して三角視差を用いて距離

を実測することで，三角視差の有用性と利便性を学ぶ。 

 

２ 準備物 

オリエンテーションコンパス，ひも（５ｍ），チョーク，カラーコーン，定規 

 

３ 方法 

① 観測対象の或る星（カラーコーン）を置く。（先生が置きます） 

② 或る星から３０ｍ～４０ｍ程度離れたところに，太陽の位置を設定し目印をつける。 

③ ひもとチョークを使って地球の公転軌道を描く。 

④ 目印を結ぶ線分が描いた公転軌道の直径となるように，観測するときの地球の位置に目印をつける。 

⑤ 一方の目印から見たときの，「或る星の方角α１」と「反対側の目印の方角α２」を記録する。 

⑥ もう一方の目印でも同様に，「或る星の方角β１」と「反対側の目印の方角β２」を記録する。 

⑦ １００分の１の縮尺（実際の５ｍを紙面の５ｃｍとして）で２点の目印と或る星の位置関係を作図

し，作図して得られた長さの１００倍から，目印から或る星までの距離を求める。 

⑧ 三角測量の計算から，目印から或る星までの距離を求める。 

⑨ ⑦で得られた距離と，⑧で得られた距離を比較し，考察する。 
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測定のイメージ 

※あくまでイメージです。 

 どこに太陽と目印を置くかで図が大きく変わります。 

北 



４ 測定結果 

 観測地点 目印から或る星を見たときの方角 目印から反対側の目印を見たときの方角 

 

 
目印１ 北から     まわりに 北から     まわりに 

 

 
目印２ 北から     まわりに 北から     まわりに 

  ※ 例えば，「磁北から時計回りに３０°」のように記入する 

 

５ 結果の比較 

 目印１から或る星までの距離 目印２から或る星までの距離 

方法⑦ 作図による結果 
 

 

 

方法⑧ 計算による結果 
 

 

 

 

６ 参考資料 

◆ 三角測量の理論式          ◆ 三角比の表 

 

上図の三角形において 

𝐏𝐀 =
𝐬𝐢𝐧 𝜷

𝐬𝐢𝐧(𝜶 + 𝜷)
𝒙 

𝐏𝐁 =
𝒔𝒊𝒏 𝜶

𝐬𝐢𝐧(𝜶 + 𝜷)
𝒙 

  𝒉 =
𝐬𝐢𝐧 𝜶 𝐬𝐢𝐧 𝜷

𝐬𝐢𝐧(𝜶 + 𝜷)
𝒙 

 

 

◆ 三角比の公式 

𝐬𝐢𝐧(𝟗𝟎° + 𝜽) = 𝐜𝐨𝐬 𝜽 

𝐜𝐨𝐬(𝟗𝟎° + 𝜽) = − 𝐬𝐢𝐧 𝜽 

𝐭𝐚𝐧(𝟗𝟎° + 𝜽) = −
𝟏

𝐭𝐚𝐧 𝜽
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練習用 



 
 
課題１ この面に三角測量による「目印１から或る星までの距離」と「目印２から或る星までの距離」を計算しなさい。 
【計算スペース】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目印１から或る星までの距離 
 
 
 

目印２から或る星までの距離 

 
 
課題２ 裏面に「太陽」，「地球の公転軌道」，「目印１」，「目印２」，「或る星」の位置関係を１００分の１の縮尺で作図し，作図した長さを１００倍するこ
とにより，「目印１から或る星までの距離」と「目印２から或る星までの距離」を求めなさい。 
目印１から或る星までの距離 
 
 
 

目印２から或る星までの距離 

 
 
課題３ 課題１と課題２の結果を比較して，距離を求める過程をふまえて考察しなさい。 
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